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要 約   

ベンゾイルフェニルウレア系殺虫剤である「ルフェヌロン」（CAS No．  

103055－07－8）について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施  

した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（わ  

た、キャベツ及びトマト）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、  

急性毒性（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒  

性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2  

世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等で  

ある。   

試験結果から、ルフェヌロン投与による影響は主に神経、肝臓及び副腎  

に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は  

認められなかった。   

各試験の無毒性量の最小値は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の1．42  

mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除し  

た0．014mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤一  

2．有効成分の一般名  

和名：ルフェヌロン  

英名：1ufbnuron（ISO名）  

3．化学名   

IUPAC  

和名：（風9－1・【2，5・ジクロロー4－（1，1，2，3，3，3・ヘキサフルオロブロボキシ）  

フェニル】－3－（2，6－ジフルオロベンゾイル）ウレア  

英名：（風5）－1－【2，5－dichloro・4・（1，1，2，3，3，3－hexafluoropropoxy）  

phenyl］－3－（2，6・difluorobenzoyl）urea  

CAS（No．103055・07・8）   

和名：Ⅳ［【【2，5－ジクロロ・4・（1，1，2，3，3，3－ヘキサフルオロブロボキシ）  

フェニル】アミノ］カルポニル］－2，6－ジフルオロベンズアミド   

英名：N［［［2，5－dichloro－4・（1，1，2，3，3，3・hexafluoropropoxy）  

phenyl】amino］carbonyl］－2，6・difluorobenzamide  

4．分子式  

C17H8C12F8N203  

5．分子主  

511．2  

6．構造式  

0       亙NHC。NH軍  CF3CHFCF2  

7．開発の経緯   

ルフェヌロンは、チバガイギ一社（現シンジェンタ社）により開発されたベン   

ゾイルフェニルクレア系殺虫剤であり、昆虫表皮の主成分であるキチン質の合成   

を阻害し、幼虫の脱皮阻害を引き起こすことで殺虫作用を示す。   

我が国では、1998年にキャベツ、はくさい、りんご等を対象に初めて登録さ   

れている。海外では、韓国等約70カ国で食用農作物、花井類等に登録がなさ   

れている。   

今回、農薬取締法に基づく適用拡大申請（だいず、えだまめ、レタス及びきゆ   



うり）及びインポートトレランス申請（とうがらし）がなされている。また、  

ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準の設定がなされている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運′命試験（Ⅱ．1～6）は、ルフェヌロンのジクロロフェニル基を14Cで均   

一に標識したもの（［dic，14C］／レフェヌロン）及びジフルオロフェニル基を14C   

で均一に標識したもの（［dif－14C】ルフェヌロン）を用いて実施された。放射能   

濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合はルフェヌロンに換算した。代謝物  

／分解物略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）血中濃度推移・排泄（か（単回投与）  

Wistarラット（一群雄4匹）に［dic－14C］／レフェヌロンを単回経口（0．1、1、   

10及び100mg／kg体重）または単回静脈内（0．1及び10mg／kg体重）投与  

し、血中濃度推移・排泄試験が実施された。  

血中赦射能濃度推移は表1に示されている。  

AUCo・120hが投与量に伴って増加したが、100mg／kg体重投与群では投与量   

に比例せず、吸収過程の飽和が示唆された。  

表1血中放射能濃度推移  

投与経路   経口投与  静脈内投与   

投与量  
0．1   1．0   10   100   0．1   10   

（mg／kg体重）  

AUCo－120h  
0．40   4．37   41．3   83．9   0．56   60．7   

（けg・時間／g）  

Tmax（時間）   8   8   8   8   2   2   

Cm。Ⅹ（ドg／g）   0．008   0．097   0．89   1．34   0．02   1⊥91  

投与後1及び21日における尿及び糞中排泄率ならびにTl／2は表2に示さ  

れている。   

ルフェヌロンは経口投与後、主に糞中に排泄され、排泄率は投与後1日以  

内に最も高くなり、0．1、1．0、10及び100mg／kg体重投与群でそれぞれ総投  

与放射能（TAR）の32．8、31．1、40．8及び77．7％が排泄された。静脈内投与  

後も糞中に排泄されたが、同一投与量の経口投与後に比べて 24時間以内の  

排泄率はかなり低かった（0．1及び10mg／kg体重投与群でそれぞれ10．7及  

び7．0％TAR）。このことより、経口投与したルフェヌロンの一部が吸収さ  

れずに排泄されると考えられた。また、表1の経口投与時と静脈内投与時の  

AUCの比較から、吸収率は0，1mg／kg体重投与群で71．4％、10mg／kg体重  

投与群で68％となると考えられた。糞中への21日間の排泄率から算出した  

Tl／2は、195～308時間であり、排泄は緩やかであると考えられた。（参照5）  

▼ ‾▼Tlノ‘1   



表2 尿及び糞中排泄率（％TAR）ならびにTり2（時間）  

投与  投与量  投与後1日  投与後21日  Tl／2  

経路  （mg／kg体重）  尿   糞   尿   糞   尿1）   糞   

0．1   0．13   32．8  ＜0．02  0．97   454   255  

経口  1．0   0．10   31．1   0．01   1．2   452   265  

投与  10   0．11   40．8   0．01   0．84   348   195  

100   0．04   77．7  ＜0．01  0．25   238   308   

静脈内  0．1   0．13   10．7   0．02   1．4   346   197  

投与  10   0．14   7．0   0．03   1．7   382   267   

1）：尿中への排泄割合は1％以下のため、Tl／2の誤差は大きい。  

（2）血中濃度推移・排泄②（反復投与）  

Wistarラット（雄4匹）に［dic－14C］ルフェヌロンを0．5mg／kg体重（以下、   

［1．］において「低用量」という。）で14 日間反復経口投与し、血中濃度推   

移・排泄試験が実施された。各投与後24時間の血液、尿及び糞を採取して   

試料とした。  

尿及び糞中排泄率は表3に示されている。  

血中放射能濃度は、投与を重ねるごとに増加したが、0．17いg／g付近で定常   

状態となった。14 日間の投与終了後は緩慢に低下し、最終投与後7 日には   

0．11巨g／gとなった。Tl／2は投与終了後約9日と推定された。  

尿及び糞中排子世率は、投与開始6日以内に定常状態に達し、その後、投与   

終了までほぼ一定であった（1日投与量に対し尿及び糞でそれぞれ約1及び   

50％）。投与開始後1日から最終投与後7日までの合計で、糞中に約58％TAR、   

尿中に約1．2％TARが排泄された。（参照7）  

表3 尿及び糞中排泄率（％TAR）  

排子世率1）  

試  
投与開始後  投与開始後  投与開始後  最終投与後1日   最終投与後7日  

料  
1日   6日   11日   （投与開始後14日）  （投与開始後20日）   

尿  0．04（0．51）  0．05（0．76）  0．08（1．2）   0．08（1．1）   0．04（0．55）   

糞  2．0（27．8）   3．3（46．5）   3．4（47．8）   4．0（55．6）   1．9（26．6）   

1）：14日間の総投与量に対する排泄率（カツコ内は、1日投与量に対する排泄率）  
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（3）排泄  

SDラット（一群雌雄各5匹）に【dic・14C］／レフェヌロンを低用量または100   

mg／kg体重（以下、［1．］において「高用量」という。）で単回経口投与、あ   

るいは非標識体を低用量で14日間反復経口投与した後に【dic－14C］ルフェヌ   

ロンを低用量で単回経口投与する排泄試験が実施された。  

投与後168時間の吸収率及び尿排泄率は表4に示されている。  

吸収率に性差は認められず、低用量群においては43．6～53．5％TAR、高用   

量群では約10％TARが腸管から体循環系へと吸収された。  

表4 投与168時間後の吸収率及び尿排泄率（％TAR）  

投与量   0．5mg／kg体重  100mg／kg体重   

投与方法   単回経口  反復経口  単回経口   

性別   雄   雌   雄   雌   雄 雌   

庚（0－168時間）   0．82  0．72  0．60  0．75  0．26  0．28   

組織（0－168時間）   5 5．0   5．9   8．4   2．0   1．5   

カーカス1（0・168時間）  38．1   43．8  37．1  44．4   9．7   7．4   

吸収率※   44．3  49．5  43．6  53．5   11．9   9．2   

※吸収率＝尿排泄率＋組織内残留＋カーカス内残留   

投与後24及び168時間の尿及び糞中排泄率ならびに投与後24時間の呼気  

中排泄率は、表5に示されている。   

投与後24時間以内に低用量単回経口投与群の雌雄で23．7～26．0％TARが、  

高用量単回経口投与群の雌雄で66．9～73．2％TARが糞中に排泄された。投与  

後168時間には、低用量単回または反復投与群の雌雄で44．0～55・3％TAR、  

高用量単回投与群の雌雄で80％TAR強が糞中に排泄された。（参照2）  

表5 投与後24及び168時間の尿及び糞ならびに投与後24時間の  

呼気中排泄率（％TAR）  

投与量  0．5mg／kg体重  100mg／kg体重   

投与方法  単回経口  反復経口  単回経口   

性別  雄   雌   雄   雌   雄   雌   

0・24時間   0．27  0．29  0．19  0．31  0．10  0．14  
尿  

0－168時間  0．82  0．72  0．60  0．75  0．26  0．28   

糞   
0・24時間   26．0  23．7  38．8  23．3  66．9   73．2  

0－168時間  52．0  47．7  55．3  44．0  82．4   83．3   

呼気   0・24時間   ／   ／   ／   ／   ＜0．01  ＜0．01   

1組織・臓器を取り除いた残漆のことをカーカスという（以下、同じ）。  
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（4）胆汁中排泄  

胆管カニューレを挿入したSDラット（雄5匹）に、［dic－14C］ルフェヌロ   

ンを低用量で単回投与し、胆汁中排泄試験が実施された。  

投与後0～48時間の胆汁、尿及び糞中排泄率は表6に示されている。  

投与後48時間の排泄率は、糞中が51．6％TAR排泄であったのに対し、尿   

中では0．17％TAR、胆汁中では1．7％TARであった。（参照2）  

表6 投与後0～48時間の胆汁、尿及び糞中排泄率（％TAR）  

性別   雄   

投与条件   0．5mg／kg体重・単回経口投与   

投与後   8時間   24時間   48時間   

胆汁   0．33   0．87   1．70   

尿  0．09   0．17   

糞  8．57   51．6   

合計  9．53   53．5   

（5）体内分布①  

血中濃度推移・排泄試験①［1．（1）］及び排泄試験［1．（3）］の投与168時間後   

のラットを用いて体内分布試験が実施された。  

投与168時間後の主要組織の残留放射能濃度は表7に示されている。  

低用量及び高用量の雌雄で最も残留濃度が高い組織は脂肪であった。反復   

経口投与群の残留量は、単回経口投与の同投与量群とほぼ同じであった。（参   

照2）  

表了 投与168時間後の主要組織の残留放射能濃度（囲／g）  

投与条件   性別   残留放射能濃度   

月掛1月1）、甲状腺わ．22〔カ、月瑚如．129）、肺わ．0942）、開献0．0879）、  

雄      心臓払．0802）、胸腺0．056α、月卿．0465）、骨格筋わ．0404）、骨  

0．5mg／kg体重  わ．039㊥、精蜘．026q）、月蹴0．0131）、血衆（0．0104）  

単回経口  月親水2．4α、卵巣ぬ43少、子宮わ．231）、甲状腺わ．162）、月刊雛）．147）、  

雌      月顧）．107）、髄0．102）、心臓租．003d）、胸腺わ．0812）、月轍．鵬24）、  

骨わ．0551）、骨格縦0．0413）、月呂紬．0136）、血凍（0．m33）   

月観謀1．76）、甲状陳0．234）、月簡約．11由、肺わ．0066）、腎臓0．0739）、  
0．5mg／kg体重  

雄      ノL臓わ．0722）、胸腺わ．p693）、牌臓わ．0418）、骨わ．0349）、骨格筋  
反復経口  

（0，0322）、精巣（0．0178）、月謝0．0129）、血菓（0．010豆）   
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月掛2．6由、卵敷0．50勿、甲状腺わ．369）、肘掛．17白）、胸腺わ．14劫、  

雌      朋軸．127）、腎臓わ．116）、心臓仙11（カ、子宮（0．鵬93）、月朝敵）．06淡））、  

骨格筋わ．046洩、骨め．0431）、血凍（0．0157）、月謝0．0131）   

脂月煮92．D、甲状賦12．㊥、肝臓晦．65）、心臓泡．12）、腎臓匝．1（カ、  

雄      月刊4．0由、胸躍赦3．49）、月賦2．35）、骨格筋（1．如）、骨（1．72）、精巣  

100mg／kg体重  （1．61）、血紫わ．609）、月巨細．551）  

反復経口  月親水79．亜、卵敷19．カ、甲状月剋17．房、子宮（9．75）、牌．8由、  

雌      肺Q．4†）、腎臓：3．1白）、心臓隠1豆）、胸腺短．7（カ、牌植松．25）、骨格  

餅：1．49）、骨（1．35）、血蜘．49α、月齢）．466）   

（6）体内分布②  

血中濃度推移・排泄試験②［1．（2）］で使用したラット及び［dic－14C】ルフェヌ   

ロンを低用量で単回経口投与あるいは7 または14 日間反復経口投与した   

Wistarラット（一群雄4匹）を用いて体内分布試験が実施された。  

主要組織の残留放射能濃度は表8に示されている。  

組織中放射能濃度は投与回数の増加に伴い増加し、14日間投与後1日に最   

高値に達した。最高濃度は脂肪で、次いで副腎、膵臓、甲状腺であった。  

組織中半減期は概ね7～12日であったが、甲状腺ではやや早く4日、一方、   

精巣、肺及び脂肪ではやや遅く14～16日であった。14日間の投与終了7日   

後の組織中濃度は、体内分布試験①［1．（5）］の単回投与7日後と比較した場合、   

10倍の値であり、総投与量の約38％が組織及び臓器に残留していた。（参   

照7）  

表8 主要組織の残留放射能濃度（ドg／g）  

投与条件   組織採取時点   残留放射能濃度   

月凱試3．4釦、副腎わ．742）、膵臓わ．5％）、月刊献0．亜必、甲状腺  

0．5mg／kg体重   わ．413）、月商0．299）、簡蹴0．292）、ノL蜘．261）、胸腺わ．173）、   
投与1日後  

単回  牌臓わ．16α、骨格筋め．156）、骨ぬ0957）、精巣わ．鵬22）、血祭  

わ．0395）、月産0．031白）   

胸据21．カ、甲状腺短．4亜、副腎色．謂）、膵厳2．16）、月刊献1．6（カ、  

0．5mg／kg体重   腎臓（1．07）、心臓わ．926）、肺（0．827）、胸腺わ．72由、骨格筋   
最終投与1日後  

反復7日間  わ．576）、月榔．54功、精妙．367）、骨わ．302）、血鰍0．13少、  

月拭（）．111）   

月批9．2）、副腎極．1少、髄3．17）」甲状蹴3．0カ、月蘭2．1カ、  

0．5mg／kg体重   腎見離1．35）、ノ洞献1．25）、肺（1．1（カ、胸腺（1．0少、牌臓わ．72）、   
最終投与1日後  

反復14日間  骨格筋わ．63ウ）、骨わ．33（カ、精巣わ．27少、血蜘．232）、全血  

わ．166）、月謝b．137）   －
・
、
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1）：1例で異常値がみられたため、2例の平均値を示す  

（7）代謝物同定・定量  

排泄試験［1．（3）］及び体内分布試験②［1．（6）］で採取した糞及び組織（脂肪、   

肝臓、腎臓、肺及びカーカス）ならびに胆汁中排泄試験［1．（4）］で得られた胆   

汁を用いて代謝物同定・定量試験が行われた。尿については放射能の回収率   

が1％未満であったため用いなかった。  

糞中の代謝パターンには、性差や反復投与による影響は認められなかった。   

主要代謝物は親化合物であり、低用量群及び高用量群の糞中にそれぞれ36．8   

～48．4及び76．8～78．5％TAR検出された。  

各組織（脂肪、肝臓、腎臓、肺及びカーカス）からの抽出物を分析した結   

果、ほとんどが親化合物であった。  

胆汁中からは7種類の分画が得られ、ほとんどの放射能は極性が高く原点   

にとどまっていた。親化合物が0．1％TAR、Bが0．1％TAR、Cは0．1％TAR   

未満検出された。  

ルフェヌロンの代謝経路として、アミド部分の開裂によるB及びDまたは   

C及びEの生成、Bのウレイド部分の開裂によるCの生成が考えられた。（参   

照2、3）  

（8）分布、代謝物同定暮定量  

SDラット（一群雌雄各2匹）に【dic－14C］ルフェヌロンを低用量で14日間   

反復経口投与し、脳における分布、代謝物同定・定量試験が実施された。  

脳のラジオルミノグラムでは、14日間の投与終了8時間後をピークに脳内   

濃度が低下した。大脳への分布はわずかであり、脳内の分布はほぼ均一であっ   

た。大脳以外では、下垂体、松果体及びハーダー腺への分布が認められた。  

大脳中の代謝物分析の結果、親化合物（総残留放射能（TRR）の92％以上）   

及び代謝物B（0．23～1．1％TRR）が検出された。   

SDラット（一群雌雄各3匹）に【dic－14C］／レフェヌロンを低用量で単回経口  

投与、あるいは7または14日間反復経口投与し、代謝物同定・定量試験が  

実施された。   

血祭中の代謝物分析の結果、親化合物（69．5～79．8％TRR）、B  

（13．0～16．7％TRR）及びC（0．37～1．6％TRR）が検出された。投与回数、  

経過時間による差は認められなかった。  
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大脳中の代謝物分析の結果、親化合物（92％TRR以上）及びB（0．23～  

1．1％TRR）が検出された。（参照6）  

2．植物体内運命試験  

（1）わた（吸収、分布及び分解）  

乳剤に調製した【dic－14C］ルフェヌロンをわた（品種不明）に30g 

用量で2週間間隔で3回散布、あるいは100いgai／茎の用量で2週間間隔で   

3回注入し、植物体内運命試験が実施された。採取した試料は、第1回 

1時間、1、3、7日後ならびに第3回散布14、28及び84日後の葉、第3回   

散布84日後の綿花全体、第1回注入処理101日後の綿花全体であった。ま   

た、第3回散布84日後に土壌を採取した。  

葉において、第1回目の散布1時間後（播種68日後）では2．45mg／kgの   

残留放射能が検出され、その98％が洗浄液中に回収された。ま∵た、散布7日   

後では回収率は76．9％に低下した。第3回目散布84日後では4．91mg／kgの   

残留放射能が検出され、洗浄液からその42．5％の放射能が回収された。すべ   

ての葉の試料において88．8～98．1％TRRが親化合物であった。また、未知代   

謝物が葉面上及び菓中透過放射能から0．4及び1．9％TRR検出された。  

綿花の各部位における残留放射能濃度は外皮0．092mg／kg、線椎＜0．001   

mg／kg、種子＜0．001mg／kg、さや0．001mg／kgと低かった。抽出残液中放射   

能の割合は低く、2．7％TRR以上にはならなかった。ルフェヌロンの代謝は非   

常に緩慢で、分析した植物体各部位の95％TRR以上を占めた。  

注入処理によって、処理時展開葉及び茎ならびに処理後展開葉への放射能   

のわずかな移行性が認められ、それぞれで親化合物が 0．102mg／kg   

（3・9％TRR）、0・099mg／kg（13・3％TRR）鱒び0・005mg／kg（1・6％TRR）   

検出された。さや、外皮、繊維及び種子にはほとんど移行しなかった。薬剤   

注入及び移行部位について親化合物は、各部位の84％TRR以上を占めた。特   

に薬剤注入部位では、98．1％TRRが親化合物として存在していた。  

全土壌中放射能が土壌の最上層0～5cmに留まり、その量は0．003mg／kg  

であった。  

ルフェヌロンをわたに散布したところ葉面上あるいは植物体に浸透した物   

質のほとんどが代謝されないことが考えられた。また、移行性がほとんどな   

い土とが示された。（参照8）  

（2）わた（分布及び分解）  

乳剤に調製した【dif・14C］ルフェヌロンを温室栽培したわた（品種不明）に   

30gai／haの用量で2週間間隔で3回散布し、植物体内運命試験が実施され   

た。各散布2時間後の菓及び収穫期（第3回目散布52日後）のわた全体を   

採取し、試料とした。  
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第1回目、第2回目及び第3回目散布2時間後の残留放射能濃度は、それ  

ぞれ3．24、4．62及び2．98mg／kgであった。葉の表面洗浄液中の放射能は、  

第1回目散布後では91．4％TRRであったが、収穫期における葉面抽出量、葉  

中抽出量及び非抽出量はそれぞれ53．5、45．2及び1．4％TRRであった。試験  

期間を通して親化合物は92％TRR以上であった。   

収穫期において、処理業の残留放射能濃度は2．1mg／kgであり、うち親化  

合物は1．95mg／kg（93．3％TRR）であった。展開葉の残留放射能濃度は0．005  

mg／kgと非常に少なく、本剤は移行性がほとんどなかった。収穫期の茎にお  

ける残留放射能濃度は0．124mg／kgで、うち親化合物は0，103mg／kgであっ  

た。成熟外皮の残留放射能濃度は0．687mg／kgで、うち親化合物が0．541  

mg／kgであった。繊維での残留放射能濃度は極めて低く、0．028mg／kgであっ  

た。このうち、親化合物は0．023mg／kgであった。成熟した種子中の残留放  

射能濃度は0．003mg／kgと低かった。   

各部位とも溶媒抽出によりほぼ抽出され、残留量の大部分が親化合物で  

あった。（参照9）  

（3）キャベツ  

乳剤に調製した［dic－14C］ルフェヌロンを温室栽培したキャベツ（品種：   

Hilena）に20gai／haの用量で2週間間隔で3回散布し、第1回目散布直後、   

第3回目散布直後（1回目散布27日後）及び収穫期（1回目散布55日後）   

に結球を試料として採取し、植物体内運命試験が実施された。  

残留放射能は、第3回散布直後において、外葉に1．66mg／kg及び結球実   

に0．301mg／kg、収穫期では外葉に1．79mg／kg及び結球葉に0．195mg／kg   

検出された。  

親化合物は、収穫時に採取したキャベツの結球葉及び外菓の95％TRR以上   

を占めた。収穫時に代謝物Bが検出されたが、結球菓で0．6％TRR、外菓で   

3．3％TRRとその割合は低かった。（参照10）  

（4）トマト  

乳剤に調製した［dic－14C］ルフェヌロンを室内栽培したトマト（品種：   

ROTERGNOM）に30gai／haの用量で1週間間隔で3回散布（茎葉処理）、   

あるいは34膵ai／個で播種95日後の果実に注入（果実内注入）し、植物体   

内運命試験が実施された。茎葉処理では第1回目散布1時間後、第3回目散   

布1時間後、12日後に果実を、第3回目散布28日後（成熟期）には果実及   

び茎葉を、果実内注入では注入18及び33日後（成熟期）に果実を試料とし   

て採取した。  

茎葉処理では、収穫期に採取されたトマト果実において、73．7～93．6％TRR   

が果実表層に認められ、28日間経過しても少量の放射能しか浸透しないこと  
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が示された。また、収穫期に採取した果実及び茎葉では92．8～97．7％TRRが  

親化合物であった。また、代謝物Bが微量検出された。   

果実内注入では、成熟期において親化合物が90％TRR検出され、本剤は果  

実内でほとんど代謝されないと考えられた。また、代謝物Bが2．0％TRR検  

出された。（参照11）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的、好気的／嫌気的、滅菌好気的土壌中運命試験   

【dic－、14C］／レフェヌロンまたは【dif・14C］ルフェヌロンを砂壌土（スイス、   

Collombey）及び壌土（スイス、LesEvouettes）に乾土あたり1mg／kgとな   

るように添加後、一部は滅菌条件（好気的）とするためにオートクレーブ滅   

菌し、20±2℃の暗条件下でインキュべ－トし、好気的、好気的／嫌気的及び   

滅菌好気的土壌中運命試験が実施された。インキュべ－ト開始31日後に一   

部を嫌気的条件とするため、蒸留水で2～3cmの深さに湛水した。インキュ   

べ－ト期間中に、好気的土壌では加湿空気を連続供給し、嫌気的土壌では15   

分間1日4回窒素ガスを供給した。  

ルフェヌロンの推定半減期は、好気的条件下で13．0～23．7 日、好気／嫌気   

的条件下では121～147日であった。滅菌好気的条件下では分解は全く認め   

られず、ルフェヌロンの分解は土壌微生物に圭るものであると考えられた。  

好気的条件下での分解物として、【dic－14C】ルフェヌロン処理区では、最初   

分解物Bが検出され、処理14日後で総処理放射能（TAR）の23．1～24．3％   

検出された。その後、さらに分解が進み分解物Cとなり、処理59日後には   

分解物Cが21．6～26．9％TAR検出されたが、試験終了時（処痙361日後）  

にはいずれも2～5％TARとなった。また、試験終了時には14CO2が9．9～   

15．1％TAR検出され、【dic－14C】ルフェヌロンが無機化することが示された。   

一方、［dif－14C］ルフェヌロン処理区では主要分解物は14CO2であり、試験終   

了時（処理360日後）には58．6％TARを占めた。分解物B及びCの砂壌土   

及び壌土における推定半減期は、32～41及び107～118日であった。  

好気的条件下での［dic－14C］ルフェヌロン及び【dif・14C］ルフェヌロン処理区  

では、土壌中の非抽出性放射能の割合が処理240及び60日に最高となった  

が（70．7～78．6及び36．1％TAR）、1年後には66．8～74．9及び28．3％TAR  

とやや減少し、ルフェヌロン由来の非抽出成分が緩やかに土壌から消失する  

ことを示した。（参照12）   

く2）好気的土壌中運命試験  

［dic－14C］／レフェヌロンを微砂質壌土（スイス、Les Barges）に乾土あたり   

0．1または1．O mg／kgとなるように添加後、10±2℃または20±2℃でイン  

キュべ－トし、好気的土壌中運命試験が実施された。土壌水分は、圃場容水  

量の30または60％とした。  
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